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大
陸
と
大
洋
に
挟
ま
れ
た
日
本
に
は
、

季
節
の
変
わ
り
目
に
梅
雨
前
線
や
秋
雨
前

線
が
停
滞
し
、
し
ば
し
ば
大
雨
を
降
ら
せ

ま
す
。
ま
た
、
７
月
か
ら
10
月
に
か
け
て

は
、
日
本
に
接
近
・
上
陸
す
る
台
風
が
多

く
な
り
、
大
雨
や
洪
水
、
暴
風
な
ど
を
も

た
ら
し
ま
す
。
特
に
急
な
山
や
川
が
多
い

地
域
で
は
、
台
風
や
前
線
に
よ
る
大
雨
に

よ
っ
て
、
崖
崩
れ
や
土
石
流
、
川
の
氾は

ん
ら
ん濫

な
ど
が
発
生
し
や
す
く
、
人
々
の
生
活
や

生
命
が
脅
か
さ
れ
る
よ
う
な
自
然
災
害

が
、
毎
年
の
よ
う
に
発
生
し
て
い
ま
す
。

大
雨
や
台
風
に
よ
り
、
国
内
で
は
昨
年

度
だ
け
で
も
、
7
月
の
島
根
・
山
口
県
の

大
雨
、
8
月
の
秋
田
・
岩
手
県
の
大
雨
、

9
月
の
台
風
18
号
や
10
月
の
台
風
26
号
に

よ
る
暴
風
と
大
雨
な
ど
、
風
水
害
が
い
く

つ
も
発
生
し
、
50
名
以
上
の
尊
い
命
と
家

屋
倒
壊
な
ど
に
よ
る
財
産
が
失
わ
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
今
年
度
に
入
っ
て
も
、
8
月

の
台
風
11
号
や
前
線
の
影
響
に
よ
る
大
雨

な
ど
が
大
き
な
被
害
を
も
た
ら
し
、
一
部

の
地
域
で
は
大
雨
特
別
警
報
が
発
表
さ
れ

る
事
態
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
に
近
年
は
、
短
時
間
に
狭
い

範
囲
で
非
常
に
激
し
く
降
る
雨
が
頻
発

し
、
川
の
急
激
な
増
水
や
道
路
・
住
宅
の

浸
水
が
起
こ
る
な
ど
、
い
つ
私
た
ち
の
生

活
が
脅
か
さ
れ
る
か
わ
か
ら
な
い
と
い
う

状
況
に
あ
り
ま
す
。

災
害
時
の
被
害
を
最
小
限
に
す
る
「
減

災
」
の
た
め
に
は
、
気
象
に
関
す
る
最
新

の
情
報
を
早
期
に
入
手
し
て
、
被
害
の
発

生
を
想
定
し
た
上
で
、
避
難
な
ど
の
行
動

を
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
4
月
に
全
世

帯
に
配
布
し
た
「
わ
が
家
の
防
災
ハ
ン
ド

ブ
ッ
ク
」
や
「
山
北
町
防
災
マ
ッ
プ
」
な

ど
を
活
用
し
、
事
前
に
避
難
所
や
避
難
経

路
、
危
険
箇
所
な
ど
を
把
握
し
て
お
く
こ

と
も
重
要
で
す
。

ま
た
、
防
災
マ
ッ
プ
で
危
険
な
地
域
に

な
っ
て
い
な
く
て
も
、「
う
ち
は
大
丈
夫
」、

「
ま
だ
大
丈
夫
」
と
過
信
せ
ず
に
、
早
め

に
避
難
行
動
を
と
り
ま
し
ょ
う
。

減
災
対
策

大
雨
や
台
風
に
備
え
て

全
国
で
多
発
し
て
い
る
局
地

的
豪
雨
は
、
と
き
に
想
像
を

超
え
る
雨
量
に
よ
り
、
私
た

ち
の
生
活
に
壊
滅
的
な
被
害

を
も
た
ら
し
ま
す
。

大
雨
や
台
風
に
よ
る
災
害
は

　
　
　
　
　
毎
年
発
生
し
て
い
る

情
報
の
早
期
入
手
で

　
　
　
　
　
被
害
を
最
小
限
に

昨
年
度
だ
け
で
も
50
名
を

　
　
超
え
る
尊
い
命
が
失
わ
れ
た

４月に全世帯に配布した
「わが家の防災ハンドブック」と「山北町防災マップ」

広報やまきた　平成26年9月号　No.715 2広報やまきた　平成26年9月号　No.7153



大
雨
や
台
風
な
ど
の
気
象
災
害
は
、
地
震
と
は

異
な
り
、
事
前
に
防
災
気
象
情
報
を
得
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
、
山
北
町
あ
ん

し
ん
メ
ー
ル
や
携
帯
電
話
事
業
者
に
よ
る
メ
ー

ル
配
信
サ
ー
ビ
ス（
エ
リ
ア
メ
ー
ル
）
な
ど
を
活

用
し
、
い
ざ
と
い
う
と
き
に
は
早
め
に
生
命
や

財
産
を
守
る
減
災
対
策
を
し
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
避
難
情
報
が
発
令
さ
れ
て
い
な
く
て

も
、
危
険
を
感
じ
た
と
き
や
避
難
に
時
間
が
か

か
る
と
思
わ
れ
る
と
き
は
、
自
主
的
に
避
難
す

る
こ
と
も
必
要
で
す
。

９
月
１
日
は「
防
災
の
日
」、
８
月
30
日
か
ら

９
月
５
日
ま
で
は「
防
災
週
間
」
で
す
。
か
け
が

え
の
な
い
生
命
や
財
産
を
守
る
た
め
に
、
こ
の

機
会
に
も
う
一
度
、
日
ご
ろ
の
備
え
や
減
災
対

策
に
つ
い
て
確
認
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

気
象
庁
が
発
表
す
る「
防
災
気
象
情
報
」

は
、
皆
さ
ん
が
早
め
の
防
災
行
動
を
と
れ

る
よ
う
に
、随
時
提
供
さ
れ
る
も
の
で
す
。

こ
の
情
報
を
活
用
し
、
大
雨
や
台
風
な
ど

か
ら
生
命
や
財
産
を
守
る
対
策
を
す
る
こ

と
が
、
ま
さ
に
減
災
対
策
と
な
り
ま
す
。

防
災
気
象
情
報
で
は
、
災
害
が
発
生
す

る
お
そ
れ
の
あ
る
と
き
に
は「
注
意
報
」、

重
大
な
災
害
が
起
こ
る
お
そ
れ
の
あ
る
と

き
は「
警
報
」、
さ
ら
に
、
重
大
な
災
害
が

起
こ
る
お
そ
れ
が
著
し
く
大
き
い
と
き
は

「
特
別
警
報
」
を
発
表
し
、
注
意
や
警
戒

が
呼
び
掛
け
ら
れ
ま
す
。

町
で
は
、
警
報
な
ど
を
受
け
て
、
防
災

マ
ッ
プ
な
ど
に
基
づ
く
危
険
な
区
域
の
住

民
等
に
対
し
て
、
避
難
準
備
情
報
、
避
難

勧
告
、
避
難
指
示
の
発
令
を
検
討
し
、
状

況
に
応
じ
て
発
令
し
ま
す
。

「
防
災
気
象
情
報
」
を
活
用
し

　
　
　
大
雨
や
台
風
へ
の
備
え
を

防災気象情報の効果的な利活用（大雨の場合） 出典 ： 政府広報オンライン

避難準備情報
人的被害の発生する可能性が高まったときに発令
されます。特に避難行動に時間を要する災害時要
援護者（高齢者・障がい者など）が避難を開始し
なければならない段階です。

避  難  勧  告
人的被害の発生する可能性が明らかに高まったと
きに発令されます。通常の避難行動ができる人が
避難を開始しなければならない段階です。

避  難  指  示
人的被害の発生する危険性が非常に高まったとき
や発生したときに発令されます。ただちに避難し
なければならない段階です。

注 意 報 大雨、洪水、強風、波浪、高潮、雷

警　　報 大雨、洪水、暴風、波浪、高潮

特別警報 大雨、暴風、波浪、高潮

●大雨や台風時に発表される主な警報・注意報

●避難情報

日ごろからの備えと心構えが、災害による被害を最小限にします。
被害の発生を想定して、定期的にチェックしましょう。

情報収集
□ 普段から気象に関する最新の情報を確認している
□ 停電時でも情報が得られるように、電池式のラジオなどを準備している
□ 避難所と避難経路を防災マップで確認してある
□ 川などへ遊びに行くときは、上流の天気も確認している

自宅での備え
□ 屋根瓦や雨どいなどが強風で飛ばされないか定期的に確認している
□ 停電に備え、懐中電灯が部屋ごとに置いてある
□ 避難に備え、必要最低限の非常持ち出し品が用意してある
□ 非常持ち出し品の中身を定期的に確認している

減災対策チェックリスト
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町
税
条
例
の
改
正
に
伴
い
、
平
成
27
年

度
か
ら
、
原
動
機
付
自
転
車
、
二
輪
の
軽

自
動
車
、
二
輪
の
小
型
自
動
車
、
小
型
特

殊
自
動
車
等
の
税
率
を
表
１
の
と
お
り
引

き
上
げ
ま
す
。

町
で
は
、
地
方
税
法
の
改
正
に
伴

い
、
軽
自
動
車
税
な
ど
に
関
す
る
町
税

条
例
の
一
部
を
改
正
し
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
税
額
が
変
更
に
な
る

場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
確
認
を
お

願
い
し
ま
す
。

ま
た
、
四
輪
車
な
ど
は
、
平
成
27
年
４

月
１
日
以
降
に
新
規
登
録
す
る
車
両
か

ら
、
表
２
の
新
税
率
を
適
用
し
ま
す
。
平

成
27
年
３
月
31
日
ま
で
に
新
規
登
録
し
た

（
初
め
て
車
両
番
号
の
指
定
を
受
け
た
）

車
両
は
、
登
録
後
13
年
経
過
す
る
ま
で
現

行
税
率
の
ま
ま
で
す
。

新
規
登
録
し
て
、
初
め
て
車
両
番
号
の

指
定
を
受
け
た
月
か
ら
13
年
を
経
過
し
た

車
両
は
、
平
成
28
年
度
か
ら
表
２
の
経
年

重
課
の
税
率
を
適
用
し
ま
す
。

軽
自
動
車
税
は
、
毎
年
４
月
１
日
現
在

で
車
両
を
所
有
（
登
録
）
し
て
い
る
場
合

に
、
１
年
分
の
税
が
課
さ
れ
ま
す
。
４
月

２
日
以
降
に
廃
車
や
名
義
の
変
更
を
し
て

も
、
月
割
課
税
の
制
度
は
な
く
、
そ
の
年

度
分
の
税
金
を
全
額
納
め
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。
盗
難
や
廃
棄
に
よ
っ
て
、
軽
自
動

車
や
原
動
機
付
自
転
車
な
ど
が
手
元
に
な

く
て
も
、
廃
車
の
届
け
出
が
な
い
と
税
金

が
か
か
り
ま
す
。

廃
車
手
続
き
が
終
わ
っ
て
い
な
い
場
合

や
、
自
宅
に
処
分
す
る
予
定
の
原
動
機
付

自
転
車
な
ど
が
あ
る
場
合
は
、
お
早
め
に

手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
１
２
５
ｃ
ｃ
超
の
二
輪
車
は
関

東
運
輸
局
神
奈
川
運
輸
支
局
湘
南
自
動
車

検
査
登
録
事
務
所
、
軽
自
動
車
は
軽
自
動

車
検
査
協
会
神
奈
川
事
務
所
湘
南
支
所
で

廃
車
等
の
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

平
成
26
年
10
月
１
日
以
降
に
開
始
す
る

事
業
年
度
分
か
ら
、
法
人
町
民
税
の
法
人

税
割
の
税
率
を
表
３
の
と
お
り
引
き
下
げ

ま
す
。

軽
自
動
車
税
・
法
人
町
民
税
・
固
定
資
産
税

 
町
税
条
例
を
一
部
改
正

軽
自
動
車
税
の
税
率
改
正

原動機付自転車等の税率表表1

廃
車
の
手
続
き
は
お
早
め
に

法
人
町
民
税
の
法
人
税
割
税
率
改
正

車　種　区　分
税 率 （年 額）

平成２６年度まで 平成２７年度以降

原動機付
自転車

排気量５０ｃｃ以下 １，０００円 ２，０００円

５０ｃｃ超９０ｃｃ以下 １，２００円 ２，０００円

９０ｃｃ超１２５ｃｃ以下 １，６００円 ２，４００円

ミニカー ２，５００円 ３，７００円

二輪の軽自動車
（１２５ｃｃ超２５０ｃｃ以下） ２，４００円 ３，６００円

二輪の小型自動車
（２５０ｃｃ超） ４，０００円 ６，０００円

小型特殊
自動車

農耕作業用 １，２００円 ２，０００円

その他のもの ４，７００円 ５，９００円

軽　自　動　車
車　種　区　分

税 率 （年 額）
平成２７年３月３１日

までの登録車
（現行税率）

平成２７年４月１日
以降の登録車
（新税率）

登録後１３年超
（経年重課）

 三輪 ３，１００円 ３，９００円 ４，６００円

 四輪

乗
用

自家用 ７，２００円 １０，８００円 １２，９００円

営業用 ５，５００円 ６，９００円 ８，２００円

貨
物

自家用 ４，０００円 ５，０００円 ６，０００円

営業用 ３，０００円 ３，８００円 ４，５００円

四輪車等の新規登録の税率表表2
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地
方
税
の
軽
減
の
特
例
措
置
に
つ
い

て
、
地
方
自
治
体
が
条
例
で
決
定
で
き
る

よ
う
に
す
る
仕
組
み
で
あ
る
「
わ
が
ま
ち

特
例
制
度
」
の
対
象
と
し
て
、
４
件
の
固

定
資
産
税
（
償
却
資
産
）
の
課
税
標
準
に

関
す
る
特
例
が
加
わ
っ
た
た
め
、
表
４
の

と
お
り
特
例
割
合
を
定
め
ま
し
た
。（
平

成
27
年
度
分
か
ら
適
用
し
ま
す
）

※
制
度
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
財
務
省
の 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

（
平
成
26
年
度
税
制
改
正
に
つ
い
て
）　

【
問
合
せ
】
町
民
税
務
課
税
務
班

　
　
　
　
　
（
電
話
）
75
ー
３
６
４
１

公職選挙法の規定により、各市区町
村選挙管理委員会は、毎年少なくとも１
回、選挙人名簿の抄本の閲覧状況につ
いて公表することとなっています。

平成２５年度中の選挙人名簿の抄本の
閲覧状況は次のとおりです。

閲覧状況

選挙人名簿抄本
閲覧は

ありませんでした

在外選挙人
名簿抄本

閲覧は
ありませんでした

　　　【問合せ】山北町選挙管理委員会
　　　　　　　　（総務防災課内）
　　　　　　　　（電話）７５－３６４３

町では、平成19年度より新東名高速道路へのスマートインターチェン
ジの設置について調査研究を進めてきましたが、（仮称）山北スマート
インターチェンジ地区協議会での協議を経て、スマートインターチェン
ジを設置するために必要な連結許可申請書を7月31日付けで国へ提出
し、8月8日付けで連結許可を受けました。

連結位置は川西地区で、清水やまなみ橋や新東名高速道路整備の
ための工事用道路をアクセス道路として活用した、東京方面乗り降り
限定のハーフインター形式を計画しています。

今後は平成32年度の供用開始を目指し、関係機関と引き続き調整
を図りながら、この事業に取り組んでいきます。

【問合せ】
　　政策秘書課政策秘書班
　　　（電話）７５－３６５１

建
築
物
の
耐
震
改
修
の
促
進
に
関
す
る

法
律
に
規
定
す
る
、
要
安
全
確
認
計
画
記

載
建
築
物
又
は
要
緊
急
安
全
確
認
大
規
模

建
築
物
で
、
平
成
26
年
４
月
１
日
か
ら
平

成
29
年
３
月
31
日
ま
で
に
、
現
行
の
耐
震

基
準
に
適
合
さ
せ
る
よ
う
改
修
が
行
わ
れ

た
建
物
に
つ
い
て
、
固
定
資
産
税
の
２
分

の
１
を
２
年
間
減
額
す
る
特
例
を
新
設
し

ま
し
た
。（
平
成
27
年
度
分
か
ら
適
用
し

ま
す
）

※
山
北
町
で
は
現
在
の
と
こ
ろ
該
当
す
る

建
物
が
あ
り
ま
せ
ん
。

※
制
度
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
財
務
省
の 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

（
平
成
26
年
度
税
制
改
正
に
つ
い
て
）　

法人町民税の法人税割の税率表

固定資産税の課税標準に関する特例割合

表3

表4

財務省ホームページ　http://www.mof.go.jp/

事業年度の開始日 法人税割の率

平成２６年９月３０日まで １２．３％

平成２６年１０月１日以降 　９．７％

対象資産 特例率
汚水又は廃液の処理施設 
 （水質汚濁防止法） １／３

指定物質排出抑制施設 
 （大気汚染防止法） １／２

特定有害物質排出抑制施設 
 （土壌汚染対策法） １／２

ノンフロン製品 
 （フロン類の使用の合理化及び管理の適正化に関する法律） ３／４

耐
震
改
修
が
行
わ
れ
た
建
物
に

対
す
る
固
定
資
産
税
の
減
額
制
度

わ
が
ま
ち
特
例
制
度
の

　
導
入
・
拡
充
（
償
却
資
産
）

（仮称）山北スマートIC

町道10号河内川谷戸線

至 丹沢湖

至 

御
殿
場

至 

東
京

清水橋交差点

新東名高速道路

道の駅山北

県
道
山
北
藤
野
線

国道246号
東名高速道路

※スマートインターチェンジとは
　高速道路の本線や、サー
ビスエリア等から乗り降りが
できるインターチェンジで、
ＥＴＣ（電子料金収受システ
ム）を搭載した車両のみが利
用可能。

「（仮称）山北スマートインターチェンジ」

国より連結許可を受けました
平成２５年度

選挙人名簿抄本の
閲覧状況の公表
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長
年
に
わ
た
り
社
会
に
尽
く
さ
れ
て
き

た
方
々
の
長
寿
を
お
祝
い
す
る
「
敬
老
の

つ
ど
い
」
を
次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。

ぜ
ひ
ご
出
席
く
だ
さ
い
。

○
日　
　
時

　
　
９
月
15
日
（
月
）
敬
老
の
日

　
　
午
前
10
時
00
分
か
ら
11
時
30
分
頃
ま
で

　
　
（
対
象
地
区　
町
内
全
域
）

○
場　
　
所

　
　
山
北
町
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
多
目
的
ホ
ー
ル

○
対
象
の
方

　

町
内
在
住
で
、
９
月
15
日
現
在
に

お
い
て
満
75
歳
以
上
の
方
（
昭
和
14

年
９
月
15
日
以
前
に
生
ま
れ
た
方
）

※
対
象
の
方
に
は
、
８
月
下
旬
に
各
地

区
の
自
治
会
長
や
婦
人
会
役
員
を
通

じ
て
案
内
状
を
お
届
け
し
て
い
ま
す
。

○
内　
　
容

　
　
　
第
１
部　
式
典
（
表
彰
、祝
辞
等
）

　
　
　
第
２
部　
余
興
（
演
歌
・
歌
謡
）

　

な
お
、
山
北
町
の
最
高
齢
者
は
1
0
2

歳
で
女
性
の
釼
持
テ
ウ
子
さ
ん
、
男
性
の

最
高
齢
者
は
１
０
１
歳
の
堀
内
福
造
さ
ん

で
す
。
次
に
95
歳
以
上
の
ご
長
寿
さ
ん
を

紹
介
い
た
し
ま
す
。（
８
月
15
日
調
査
）

※
敬
称
略
・
順
不
同

102
歳　
釼
持　
テ
ウ
子
（
共
和
西
）

101
歳　

木
村　

キ
ク
（
馬
場
）、
堀
内

福
造（
前
耕
地
）、鈴
木　
セ
キ（
山

市
場
）

100
歳　

高
石　

三
子
（
山
下
）、
美
濃
島

キ
ミ
（
田
屋
敷
）、
杉
本　

い
せ

子（
玄
倉
）、岩
本　
タ
マ（
平
山
）、

石
川　

ヨ
シ
（
萩
原
下
）、
櫻
井

敏
代
（
畑
）

99
歳　

関　

甲
一
（
台
）、
和
田　

純
子

（
共
和
東
）、飯
山　
イ
ト（
越
地
）、

武
井　

春
子
（
湯
坂
）、
宮
坂

み
ち
子
（
尺
里
東
）

98
歳　

石
田　

サ
ダ
子
（
村
雨
）、
茂
川

砧（
畑
）、岩
本　
ヒ
サ
子（
萩
原
）、

湯
川　

君
子
（
万
随
）、
津
田

ミ
ヨ
（
湯
坂
）、
谷　
セ
ツ
（
谷

戸
諸
渕
）

「
平
成
26
年
度 

敬
老
の
つ
ど
い
」
を
開
催
し
ま
す

97
歳　

井
上　

一
郎
（
越
地
）、
山
田

孝
行
（
怒
杭
文
化
）、
山
崎　

タ

カ
（
台
）、
臼
井　

忠
雄
（
尺
里

東
）、
小
瀨　

千
代
（
平
山
）、
渡

辺　

ツ
マ
（
谷
戸
諸
渕
）、
井
上

愛
子（
田
屋
敷
）、瀬
戸　
キ
ミ（
上

本
村
）、
小
髙　

ヒ
サ
（
萩
原
）、

杉
本　

靜
代
（
萩
原
下
）、
羽
田

て
い
（
田
屋
敷
）

96
歳　

山
﨑　

政
子
（
越
地
）、
野
地

活
世
（
越
地
）、矢
野　
ミ
ヨ
（
中

下
清
水
）、
杉
山　

あ
ゐ
乃
（
上

本
村
）、
千
田　

胖
（
馬
場
）、
杉

本　

増
江
（
中
下
清
水
）、
杉
本

君
惠（
萩
原
）、武
井　

佐
雄（
湯

坂
）

95
歳　

遠
藤　

ヒ
サ
（
田
屋
敷
）、
杉
本

内（
神
縄
）、髙
橋　
三
枝（
畑
）、

石
田　

隆
章
（
下
本
村
）、
露
木

ス
ミ（
萩
原
下
）、茂
川　
隆（
台
）、

山
崎　

タ
ケ
（
湯
触
）、
瀬
戸

ナ
カ
（
萩
原
下
）、
渡
辺　

律
子

（
原
耕
地
）、
池
谷　

ハ
ナ
子
（
原

耕
地
）、佐
藤　
タ
ケ
（
尺
里
西
）、

瀬
戸　

利
夫
（
中
下
清
水
）、

澤　
二
三
子
（
前
耕
地
）

※
年
齢
は
９
月
15
日
現
在
で
す
。

※
紙
面
の
都
合
に
よ
り
95
歳
以
上
の
方
の

み
ご
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

荻

細
福

子

第２部には、北川大介さんが
登場します！　お楽しみに！！
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★
町
条
例
へ
の
希
望

山
北
町
は
水
源
の
町
と
か
環
境

が
良
い
こ
と
を
前
面
に
出
し
て
い

ま
す
が
、
最
近
の
戸
建
て
住
宅
を

見
る
と
建
物
の
周
囲
を
ほ
と
ん
ど

コ
ン
ク
リ
ー
ト
で
固
め
て
い
ま
す
。

温
暖
化
や
緑
地
低
減
化
防
止
、

雨
水
が
あ
ふ
れ
る
こ
と
の
防
止
の

観
点
か
ら
、
町
条
例
等
で
個
人
の

戸
建
住
宅
に
も
緑
地
率
を
規
制
す

べ
き
と
考
え
ま
す
。

せ
っ
か
く
田
舎
に
住
む
な
ら
、
緑

に
囲
ま
れ
て
住
ん
で
欲
し
い
で
す
。

▼
ご
意
見
あ
り
が
と
う

　
　
　
　
　
ご
ざ
い
ま
す
。

緑
地
と
は
、
自
然
環
境
の
保
全

平
成
26
年
７
月
の
高
齢
者
叙
勲
に
お
い
て
、

野
地
増
夫
さ
ん
が
瑞
宝
双
光
章
を
受
賞
さ
れ
ま

し
た
。

野
地
さ
ん
は
、
昭
和
21
年
に
山
北
町
川
村

国
民
学
校
に
奉
職
さ
れ
、
神
奈
川
県
師
範
学
校

で
学
び
直
し
、
昭
和
25
年
３
月
か
ら
の
福
沢
小

学
校
勤
務
を
ふ
り
出
し
に
、
清
水
小
学
校
長
な

ど
を
歴
任
さ
れ
、
37
年
の
永
き
に
わ
た
り
、
小

学
校
教
育
一
筋
に
職
務
を
全
う
さ
れ
ま
し
た
。

小
学
校
教
育
の
充
実
、
発
展
に
多
大
な
貢
献
を

さ
れ
、
今
回
の
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。

やまきたブランド
  認定品が決まりました

第 2 期

町
民
ポ
ス
ト

野
地 

増
夫
さ
ん
が
瑞
宝
双
光
章
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た

６月２４日（火）に実施された、第２
期やまきたブランド認定審査会で、独自
性・機能性・市場性などの３項目につい
て審査を行い、次の３品目が新たに認定
されました。

【問合せ】商工観光課商工観光班（電話）７５－３６４６

神奈川県県西教育事務所長から勲記と勲章が伝達され
ました（左から石田教育長、野地さん、浄泉所長）

香り豊かでキレのあるお酒です。
（１升３０２４円、４合１４５８円）

合資会社　川西屋酒造店
（電話）７５－０００９

　  冷やしても、温めてもおいしく飲めます

山北町ふるさと直販加工所で
手作りした味噌です。

（１ｋｇ７９０円、６４０ｇ５５０円）
山北町ふるさと直販加工所（電話）７５－３０２６
　  お味噌汁にして豊かな香りを楽しんでください

名前のとおり噛むとしゃきしゃきと
音がして歯ごたえ抜群のきのこです。

（１００ｇ２００円）
高橋　克行（電話）７５－１１６８

フライにして食べると絶品です

【やまきたブランドとは】
山北町の農産物等を活用した町のイメージにふさわしい加工

品、食料品、工芸品等を事業者の申請に基づき審査をし、認
定基準に合致し認定された商品。

吟醸造り 純米酒 丹沢山 山ちゃんみそ しゃきまる
（学名：やなぎまつたけ）

整
備
、
快
適
性
の
増
進
等
そ
の
他
の
機
能
に

よ
り
都
市
環
境
の
整
備
及
び
改
善
、
都
市
景

観
の
増
進
、
公
害
の
防
止
又
は
緩
和
を
意
味

す
る
と
解
さ
れ
て
お
り
、
ご
指
摘
の
と
お

り
、
温
暖
化
や
緑
地
低
減
化
防
止
、
雨
水
が

あ
ふ
れ
る
こ
と
の
防
止
対
策
も
担
っ
て
お
り

ま
す
。

し
か
し
、
青
々
と
し
た
緑
に
囲
ま
れ
た

家
に
住
み
た
い
と
思
う
人
は
多
い
と
思
い
ま

す
が
、
現
実
に
は
、
限
ら
れ
た
敷
地
の
有
効

利
用
の
た
め
に
駐
車
ス
ペ
ー
ス
や
玄
関
へ
の

ア
プ
ロ
ー
チ
等
を
コ
ン
ク
リ
ー
ト
で
覆
っ
た

り
、
ま
た
雑
草
等
の
対
応
が
大
変
な
の
で
、

庭
を
コ
ン
ク
リ
ー
ト
で
覆
っ
た
り
し
て
い
る

人
も
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

こ
の
よ
う
に
個
人
個
人
で
環
境
や
状
況
、

考
え
方
が
違
う
の
で
一
概
に
条
例
で
規
制
す

る
こ
と
は
難
し
い
と
考
え
ま
す
の
で
、
個
人

の
住
宅
に
緑
地
率
の
規
制
は
考
え
て
お
り
ま

せ
ん
。

一口
メモ

一口
メモ

一口
メモ
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子
育
て
っ
て

　
　
い
い
ね
！

お
父
さ
ん　
細
川　
和
也
さ
ん

お
母
さ
ん　
　
　
　
真
有
美
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
仁に

な菜
ち
ゃ
ん 

4
歳

　
　
　
　
　
　
　
　
咲さ

な那
ち
ゃ
ん 

1
歳

細川さん
ご家族

＜馬場＞

我
が
家
は
主
人
、
私
、
４
歳
の
長
女

仁
菜
、
７
月
で
１
歳
に
な
っ
た
次
女
咲

那
の
４
人
家
族
で
す
。
３
月
に
山
北
に

引
っ
越
し
て
き
て
５
か
月
が
経
ち
、
よ

う
や
く
生
活
の
リ
ズ
ム
が
で
き
子
ど
も

た
ち
も
環
境
の
変
化
に
慣
れ
て
き
た
よ

う
に
感
じ
ま
す
。 

私
自
身
も
周
り
の
助
け
を
借
り
な
が

ら
、
子
ど
も
た
ち
と
向
き
合
え
る
時
間

や
、
自
分
の
時
間
が
持
て
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

長
女
仁
菜
の
名
前
は
、
産
ま
れ
た
時
期

に
咲
い
て
い
た
、
菜
の
花
の
花
言
葉
か
ら

元
気
で
明
る
く
活
発
な
女
の
子
に
育
っ
て

欲
し
い
と
付
け
ま
し
た
。
今
、
そ
の
名
の

通
り
外
遊
び
が
大
好
き
で
、
毎
年
夏
は

真
っ
黒
に
日
焼
け
し
て
い
ま
す
。
音
楽
が

大
好
き
で
曲
が
鳴
り
だ
す
と
踊
り
だ
し
、

最
近
は
ア
ナ
と
雪
の
女
王
が
お
気
に
入
り

で
、両
手
を
上
に
広
げ
て
踊
っ
て
い
ま
す
。

妹
の
咲
那
も
お
姉
ち
ゃ
ん
の
真
似
を
し

て
、
手
を
叩
い
た
り
、
手
を
広
げ
て
踊
っ

た
り
す
る
よ
う
に
な
り
、
周
り
を
笑
わ
せ

て
く
れ
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
咲
那
の
名
前

は
、
優
し
い
笑
顔
を
咲
か
せ
て
く
れ
ま
す

よ
う
に
と
願
い
を
込
め
て
付
け
ま
し
た
。

咲
那
も
そ
の
願
い
通
り
、
私
た
ち
に
沢
山

の
笑
顔
を
毎
日
届
け
て
く
れ
て
い
ま
す
。

我
が
家
の
娘
た
ち
が
、
こ
れ
か
ら
も
沢

山
の
人
を
笑
顔
に
し
て
く
れ
る
こ
と
を

願
っ
て
い
ま
す
。

（
お
話
は
、
お
母
さ
ん
の
真
有
美
さ
ん
）

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
４
月
号
か
ら
６

回
に
わ
た
り
、
町
内
の
６
連
合
自
治
会
長
に

お
話
し
を
伺
っ
て
き
ま
し
た
。
最
終
と
な
る

今
回
は
、
三
保
連
合
自
治
会
長
の
細
川
裕
己

さ
ん
に
お
話
し
を
伺
い
ま
し
た
。

そ
れ
ぞ
れ
の
自
治
会
や
連
合
自
治
会
が
抱
え

て
い
る
課
題
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
で
す
か
。

「
ご
存
じ
の
よ
う
に
山
北
町
は
、
横
浜
市
、

相
模
原
市
に
次
ぐ
県
内
第
３
位
の
面
積
を
有

し
て
い
ま
す
。
そ
の
約
90
％
は
、
町
の
北
部

を
占
め
る
丹
沢
大
山
国
定
公
園
と
県
立
自
然

公
園
な
ど
の
山
岳
地
帯
で
、
そ
の
大
部
分
を

三
保
地
域
が
占
め
て
い
ま
す
。

元
々
、
三
保
地
域
は
玄
倉
川
、
中
川
、
世

附
川
の
流
域
に
発
展
し
た
集
落
で
、
玄
倉
村
、

中
川
村
、
世
附
村
と
称
し
明
治
42
年
に
３
ケ

村
が
合
併
し
て
三
保
村
と
な
り
、
さ
ら
に
昭

和
30
年
の
町
村
合
併
で
山
北
町
に
な
り
ま
し

た
。
他
の
山
間
地
と
同
じ
よ
う
に
、
生
活
す

る
に
は
交
通
や
公
共
機
関
の
利
用
、
経
済
活

動
等
々
、
大
変
不
便
な
地
域
で
す
。

こ
の
不
便
さ
故
に
年
々
、
世
帯
の
減
少
や

人
口
も
減
っ
て
い
ま
す
。
昭
和
53
年
の
三
保

ダ
ム
の
完
成
に
よ
り
世
帯
も
２
０
０
余
り
と

半
減
し
、
そ
の
後
も
減
少
傾
向
が
続
い
て
い

ま
す
。
少
子
高
齢
化
は
全
町
的
な
も
の
で
す

が
、
何
と
し
て
も
こ
の
状
況
を
少
し
で
も
改

善
し
て
、
地
域
を
活
性
化
す
る
こ
と
が
、
他

の
山
積
す
る
問
題
に
先
駆
け
て
一
番
の
課
題

だ
と
思
い
ま
す
。」

自
治
会
や
連
合
自
治
会
の
あ
る
べ
き
姿
と
は

ど
の
よ
う
な
も
の
で
し
ょ
う
か
。

「
今
、
各
自
治
会
で
は
自
治
会
長
を
は
じ

め
、
役
員
を
引
き
受
け
る
人
が
い
ま
せ
ん
。

組
長
な
ど
は
順
番
制
を
と
っ
て
い
る
所
も
あ

り
ま
す
が
、
大
変
悩
ま
し
い
問
題
で
す
。
い

ろ
い
ろ
な
ご
苦
労
は
承
知
し
て
い
ま
す
が
、

解
散
す
る
訳
に
は
い
か
ず
誰
か
が
引
き
受
け

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
に
は
、

地
域
の
皆
さ
ん
が
率
直
に
話
し
合
い
、
互
い

に
協
力
し
て
自
治
会
の
運
営
に
参
画
し
て
欲

し
い
と
思
い
ま
す
。」

連
合
自
治
会
長
と
し
て
、
ど
の
よ
う
に
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
と
お
考
え
で
す
か
。

「
地
域
で
一
番
心
配
し
て
い
る
の
は
少
子

化
の
問
題
で
す
。
中
学
校
は
今
年
３
月
で
山

北
中
学
校
に
統
合
し
ま
し
た
が
、
小
学
校
は

存
続
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、

現
在
児
童
が
一
人
も
い
な
い
学
年
も
あ
り
ま

す
し
、
将
来
も
ど
う
な
る
か
分
か
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
県
道
の
拡
幅
や
整
備
も
大
き
な

課
題
で
、
特
に
箒
沢
地
区
に
至
る
箇
所
は
夏

場
の
渋
滞
に
困
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
他
、
課

題
は
山
積
し
て
い
ま
す
が
、
い
ず
れ
も
自
治

会
だ
け
で
解
決
で
き
る
も
の
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
今
日
ま
で
歴
代
の
自
治
会
役
員
が
苦

労
し
て
き
た
よ
う
に
、
地
域
で
よ
く
話
し
合

い
、
行
政
や
関
係
機
関
と
調
整
し
協
力
を
い

た
だ
き
な
が
ら
、
解
決
に
向
け
て
努
力
し
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。」

町
の
人

細
川　
裕
己
さ
ん

　
（
三
保
連
合
自
治
会
長
）
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共
和
地
区
夏
祭
り

去
る
８
月
16
日
、
旧
共
和
小
学
校
校

庭
で
共
和
地
区
の
夏
祭
り
を
開
催
し
ま
し

た
。
あ
い
に
く
の
天
候
で
し
た
が
、
雨
も

小
降
り
で
す
み
、
町
内
外
か
ら
２
０
０
人

以
上
の
方
が
集
ま
り
実
施
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
子
ど
も
神
輿
は
13
時
に
出
発

し
、
地
区
内
を
回
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
コ
ー
ラ
ス
、
詩
吟
、

歌
と
踊
り
、
バ
ン
ド
演
奏
、
タ
ヒ
チ
ア
ン

ダ
ン
ス
、
気
功
太
極
拳
の
舞
い
、
謡
い
「
羽

衣
」、
共
和
の
も
の
し
り
○
×
ク
イ
ズ
（
全

員
参
加
）、
カ
ラ
オ
ケ
（
飛
び
入
り
）
で
し

た
が
、
中
で
も
タ
ヒ
チ
ア
ン
ダ
ン
ス
は
プ
ロ

級
の
演
技
で
、
参
加
者一同
釘
づ
け
に
な
る

ほ
ど
、
素
晴
ら
し
い
ダ
ン
ス
で
し
た
。

住
民
が一
丸
と
な
っ
て
労
力
を
提
供
し
、

活
性
化
を
願
っ
て
取
り
組
ん
だ
今
年
の
夏

祭
り
も
、
た
く
さ
ん
の
方
々
と
の
出
会
い
、

会
話
を
通
し
て
親
睦
を
深
め
る
こ
と
が
で

き
、
有
意
義
な
祭
り
と
な
り
ま
し
た
。

（
渡
辺　
恵
美
子
さ
ん
）

谷
ケ
ふ
れ
あ
い
夏
祭
り

８
月
16
日
、
こ
の
時
期
恒
例
の
「
谷
ケ

ふ
れ
あ
い
夏
祭
り
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

青
年
会
の
メ
ン
バ
ー
を
中
心
と
し
て
、
地

域
の
皆
さ
ん
に
よ
る
一
生
懸
命
の
準
備
が

行
わ
れ
、
少
々
天
候
に
は
恵
ま
れ
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
無
事
に
楽
し
い
ひ
と
時
を
過

ご
せ
ま
し
た
。

ま
ず
１
週
間
前
か
ら
櫓や
ぐ
らの

設
置
、
公
民

館
で
踊
り
の
練
習
。
当
日
が
楽
し
み
で
す

ね
。
そ
し
て
16
日
朝
か
ら
の
会
場
準
備
、

皆
さ
ん
ご
苦
労
様
で
し
た
。

本
番
の
夕
方
か
ら
は
、
あ
い
に
く
時
折

雨
の
天
候
で
し
た
が
、
終
了
間
近
に
雨
が

や
み
、
４
曲
ほ
ど
盆
踊
り
と
ダ
ン
ス
が
楽

し
め
ま
し
た
。

（
白
井　
悦
子
さ
ん
）

町
民
レ
ポ
ー
タ
ー
が

　
　
町
の
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
を
お
伝
え
し
ま
す
！

平成２６年度
神奈川県障害者スポーツ大会の結果

第６３回 足柄上郡総合体育大会
山北町は総合成績４位

第８回神奈川県障害者スポーツ大会が、４月６日か
ら県内各地で行われました。

この大会は、障がいのある方がスポーツを通じ、健
康の維持および体力の増進並びに活発な精神活動の促
進を図るとともに、県民の障がいに対する関心と理解
を一層深め、障がい者の社会参加に寄与することを目
的に行われています。
　町内の方の成績は次のとおりです。

【結果】
○４月６日　　ボウリング（とうきゅうボウル）
　・松永　和佳　青年男子の部　２６位
　・山崎　敬治　壮年男子の部　　７位

○４月２７日　フライングディスク（秦野運動公園）
　・清水　德雄　アキュラシー　　１３組　２位
　　　　　　　　ディスタンス　　　４組　４位

○５月１８日　陸上競技（神奈川県立体育センター陸上競技場）
　・清水　德雄　ソフトボール投げ　３組　１位

・笹原　恒夫　ソフトボール投げ　２組　１位

○７月６日　水泳競技（さがみはらグリーンプール）
・清水　德雄　５０ｍ自由形　　　３組　１位
　　　　　　　２５ｍ平泳ぎ　　　３組　１位

７月１３日（日）、
２７日（日）の２
日 間 に わ た り、
山北町をメーン会
場に、第６３回足
柄上郡総合体育
大会が実施され
ました。

山北町は１１種
目の競技に参加
し、 柔道は今回
の優勝で５連覇と
いう偉業を達成。
また、剣道は第２
位と素晴らしい成
績を収めました。

他の競技種目
も健闘し、 総合
成績では第４位と
なりました。

５連覇を達成した柔道メンバー

第２位の成績を収めた剣道メンバー
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健
康
レ
ポ
ー
ト

第30号

で
き
て
い
ま
す
か
？

平
成
26
年
9
月
20
日
（
土
）
に
町
民

向
け
プ
ラ
ン
「
森
林
セ
ラ
ピ
ー
滝
発

見
！
」
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

山
北
町
秘
境
の
滝
を
巡
り
、
森
林
と

滝
に
癒い

や
さ
れ
て
み
ま
せ
ん
か
。
そ
の

後
は
、
郷
土
食
「
み
ほ
弁
」
を
ご
提
供

し
ま
す
。
現
在
、
参
加
者
募
集
中
で
す
。

【
森
林
セ
ラ
ピ
ー
申
込
み
・
問
合
せ
】

保
険
健
康
課
健
康
づ
く
り
班

（
電
話
）
75
ー
０
８
２
２

休
養
に
は
、「
休
む
」
と
「
養
う
」
と

い
う
意
味
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

「
休
」
は
か
ら
だ
を
休
め
る
こ
と
で
あ

り
、「
養
」
は
積
極
的
に
行
動
を
起
こ
し

て
、
英
気
を
養
う
こ
と
で
す
。

こ
の
二
つ
を
上
手
に
組
み
合
わ
せ
て
、

効
果
的
な
休
養
を
と
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

毎
日
の
睡
眠
は
、
人
間
が
生
活
す
る

上
で
、
食
べ
る
こ
と
と
同
じ
く
ら
い
大

切
な
こ
と
で
す
。
し
っ
か
り
眠
っ
て
元

気
に
過
ご
す
た
め

の
、
お
す
す
め
習
慣

を
紹
介
し
ま
す
。

今
月
の
イ
ベ
ン
ト
日

９
月
16
日（
火
）～
19
日（
金
）

シ
ル
バ
ー
ウ
ィ
ー
ク　
70
歳
以
上

・「
次
回
無
料
券
」進
呈

９
月
26
日（
金
）　
風
呂（
ふ
ろ
）の
日

・
毎
月
26
日
を
風
呂
の
日
と
し
、
当
日

利
用
券
を
購
入
し
入
場
さ
れ
た
方
全

員
に
、
次
回
平
日
ご
利

用
割
引
券
を
差
し
上
げ

ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
町
H
P
等

を
ご
覧
く
だ
さ
い

健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

【
さ
く
ら
の
湯
】通
信

【
朝
～
午
前
中
】

○
朝
、
目
覚
め
た
ら
日
光
を
浴
び
て
、

か
ら
だ
の
リ
ズ
ム
を
整
え
ま
し
ょ
う

○
朝
食
を
と
っ
て
、
か
ら
だ
に
活
動
の

サ
イ
ン
を
与
え
ま
し
ょ
う

【
午
後
～
夕
方
】

○
午
後
３
時
頃
ま
で
に
30
分
程
度
の
昼

寝
を
と
り
ま
し
ょ
う

　
（
午
後
３
時
以
降
の
昼
寝
は
夜
間
眠
れ

な
く
な
る
原
因
に
な
り
ま
す
）

【
夜
～
就
寝
前
】

○
カ
フ
ェ
イ
ン
入
り
の
飲
み
物
は
控
え

ま
し
ょ
う

○
入
浴
は
38
～
40
度
の
ぬ
る
め
の
お
湯

に
ゆ
っ
く
り
つ
か
り
ま
し
ょ
う

ア
ル
コ
ー
ル
は
眠
気
を
催
し
ま
す
が
、

睡
眠
の
質
は
悪
く
な
り
、
夜
中
に
目
覚

め
る
原
因
と
な
り
ま
す
。

利
尿
作
用
も
あ
る
た
め
、
途
中
で
起

き
て
し
ま
う
こ
と
が
増
え
、
か
え
っ
て

睡
眠
時
間
が
短
く
な
っ
て
し
ま
う
こ
と

も
あ
る
の
で
す
。
ま
た
、
徐
々
に
お
酒

を
た
く
さ
ん
飲
ま
な

い
と
眠
れ
な
く
な
っ

て
し
ま
い
、
ア
ル

コ
ー
ル
依
存
症
に
つ

な
が
る
お
そ
れ
も
あ

り
ま
す
。

気
分
転
換
に
と
旅
行
や
買
い
物
に
出

か
け
る
こ
と
が
、
マ
イ
ナ
ス
に
な
る
と

き
も
あ
り
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
場
合
は
、

自
分
が
落
ち
着
け
る
と
思
え
る
場
所
で
、

好
き
な
こ
と
を
し
て
、気
分
を
リ
フ
レ
ッ

シ
ュ
し
ま
し
ょ
う
。

「
休
養
」

睡
眠
で
疲
れ
を
リ
セ
ッ
ト

お
酒
は
睡
眠
薬
に
は

　
　
　
　
な
り
ま
せ
ん
！

『
森
林
セ
ラ
ピ
ー
』

　
体
験
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

自
分
に
合
っ
た

　
気
分
転
換
を
し
ま
し
ょ
う
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生涯学習センター通信生涯学習センター通信生涯学習センター通信生涯学習センター通信生涯学習センター通信
編集発行／山北町立生涯学習センター　〒258-0113　足柄上郡山北町山北1301-4

　　　　　　　　　　　　　　　☎ 0465（75）3131　Fax 0465（75）3030

№ 6

～ 心の豊かさは学びから「あなたも生涯学習活動に参加してみませんか」～

夏休み期間、小・中学生を対象に『サマースクール』を開校しました。
今年は猛暑日が続く厳しい夏となりましたが、それでも子ども達はみんな

元気いっぱいに楽しく活動することができました。
全１１教室に延べ４３０名の子どもたちに参加していただきました。

夏休みサマースクールを
開校しました！①

パン ア ー ト 教 室
【８月２日（土）】

こども陶芸教室
【７月２４日（木）・２５日（金）】

焼きドーナツ作り教室
【７月３１日（木）・８月１日（金）】

①①①①①①①①①①①①

フェルトマスコット作り教室
【７月２９日（火）】

オーブンで
焼いたドーナツに
チョコなどをトッピ
ングしました。

軽量粘土で
天使の人形を
作りました。
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ロビー展示のお知らせ

前回のイベントから

山北美術協会小品展
日  時 ： ９月２５日（木）～１０月８日（水）９：００～１７：００（ただし、９月２５日は１３：００から１０月８日は１６：００まで）
※９月２５日（木）１３：００から『ギャラリートーク（講師：山崎　優氏』を開催しますので、興味のある方はぜひお越しください。
場  所：１階ロビー　問合せ：山北美術協会　諸星　カツ 　Tel（７５）００２５

生涯学習センターをご利用ください！
　本年４月１日、中央公民館から生涯学習センターへ転用したため、次の利用目的で貸館ができるよう
になっています。皆様のご利用をお待ちしています。
①企業や事業所の利用　②政治・政党の利用　③個人利用　④入場料などを徴収する利用　
⑤営利目的の物品などの販売や催し　⑥営利を伴う塾、講演会の利用　
※ただし、④、⑤、⑥で利用の際の使用料は、使用料に一定の率を乗じた額が加算されます。
　詳細は、生涯学習センターに問合せいただくか、町ホームページをご覧ください。
問合せ：生涯学習センター Tel（７５）３１３１

ご案内

②
夏休みサマースクールを開校しました!
  『サマースクール』で開催した教室紹介です。今年はたくさんの申込みがあり、全ての教
室が例年以上の賑わいとなりました。

一 日 図 書 室 員
【７月３０日（水）】

こども茶道体験教室
【８月１日（金）・５日（火）】

ストレッチ体操教室
【８月６日（水）】

こども茶道体験教室
【８月１日（金）・５日（火）】

将来に役立つ運動ゲーム
【８月７日（木）】

 からくりパズル工作
教室 

【８月８日（金）】

子ども生け花教室
【８月１２日（火）】

絵　画　教　室
【８月１６日（土）】
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生涯学習センターでは、地球温暖化防止対策推進のため、
①照明は使用時以外こまめに切る。②冷暖房は、冷房28℃以上・暖房20℃以下に設定する。

以上のことに取り組んでいます。皆様のご理解とご協力をよろしくお願いいたします。

限られた資源を
大切にしましょう

日

7
14
21
28

月
1
8
15
22
29

火
2
9
16
23
30

水
3
10
17
24

木
4
11
18
25

金
5
12
19
26

土
6
13
20
27

9 月
日

5
12
19
26

月

6
13
20
27

火

7
14
21
28

水
1
8
15
22
29

木
2
9
16
23
30

金
3
10
17
24
31

土
4
11
18
25

10 月

※生涯学習センター（図書室を含む）は、年末年始を除く祝日も開館しております。
　ただし、祝日の翌日は休館になります。

※      　 は休館日、    　   は祝日。
休 館 日

＊ 都合により内容を変更する場合もありますのでご了承ください。
行行
事事
予予 定定

9 月 催　し　物　名 場　　所 開始時刻 対象 主 催 者 ・ 問 合 せ

5 金 敬老のつどい 記念写真展示（～15日） １ 階 ロ ビ ー １５：００ 自　由 福　祉　課     ☎ (75)3644

6 土

ワンダーランド 多目的ホール ９：００ 申込者 生涯学習センター

ジュニアコーラス 視聴覚ホール １０：００ 申込者 生涯学習センター

おはなし会 図 書 室 １０：３０ 自　由 生涯学習センター

7 日 山北町吟詠連盟発表会 多目的ホール １３：００ 自　由 山北町吟詠連盟

13 土
ワンダーランド 多目的ホール ９：００ 申込者 生涯学習センター

ジュニアコーラス 視聴覚ホール １０：００ 申込者 生涯学習センター

15 月 敬老のつどい 多目的ホール １０：００ 対象者 福　祉　課     ☎ (75)3644

20 土

ワンダーランド 多目的ホール ９：００ 申込者 生涯学習センター

ジュニアコーラス 視聴覚ホール １０：００ 申込者 生涯学習センター

おはなし会 図 書 室 １０：３０ 自　由 生涯学習センター

25 木 山北美術協会小品展（～10月8日） １ 階 ロ ビ ー １３：００ 自　由 山北美術協会
諸星　カツ     ☎ (75)0025

27 土
ワンダーランド 多目的ホール ９：００ 申込者 生涯学習センター

ジュニアコーラス 視聴覚ホール １０：００ 申込者 生涯学習センター

10 月（前半） 催　し　物　名 場　　所 開始時刻 対象 主 催 者 ・ 問 合 せ

3 金 やまぶき学級 開講式 視聴覚ホール １３：３０ 申込者 社会福祉協議会 ☎ (75)1294

4 土
ワンダーランド 多目的ホール ９：００ 申込者 生涯学習センター

おはなし会 図 書 室 １０：３０ 自　由 生涯学習センター

9 木 汽車ポッポ人形劇公演 多目的ホール １０：００ 自　由 生涯学習センター

10 金 やまぶき学級 多目的ホール １３：３０ 申込者 社会福祉協議会 ☎ (75)1294

11 土
ワンダーランド 多目的ホール ９：００ 申込者 生涯学習センター

ジュニアコーラス 視聴覚ホール １０：００ 申込者 生涯学習センター
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町長の扉入るときは、各BOX～うたまで レイアウト全て調整してあるので、そのまま流用しない事！！

地  区 赤ちゃん 性別 保  護  者（敬称略）

地  区 氏　　　名 性別 世帯主（敬称略）年齢

な つ き

お う す け

そ う た

こ と ね

な な み

せ な

え い す け

こ こ な

鶴　野　石　塚　夏　希（男）　一　美・久　美

鶴野南　加　藤　桜　空（男）　真　悟・静　香

湯　坂　相　𠩤　颯　太（男）　秀　章・ルリ子

原耕地　湯　川　こと寧（女）　貴　裕・マリ絵

本村東　杉　本　七　海（女）　卓　也・亜　希

前耕地　佐　藤　聖　奈（男）　雄　一・美　加

共和東　井　上　瑛　介（男）　広　正・やよい

湯　触　山　崎　心　菜（女）　義　照・葉　子

※今回の掲載分は、平成２６年７月１６日から平成２６年８月１５日までに受付した
　ものです。なお、掲載を希望されない場合は、届出をされる際に申し出ください。

田　中　　瀬　戸　よし子（女）８２歳　本　人
高　松　　木　村　重　造（男）８３歳　　〃　
下本村　　荻　野　育　男（男）８５歳　　〃　
谷　ケ　　池　田　　　勝（男）８６歳　　〃　
　〃　　　岡　部　二三雄（男）８６歳　　〃　
田屋敷　　瀬　戸　チカ子（女）９０歳　保　之
尺里中　　瀬　戸　エイ子（女）９６歳　達　司 山北　 55mm（ 94mm）

三保　 103mm（ 85mm）
山北　28.2℃（29.9℃）
三保　23.6℃（25.0℃）

※（　）内は平成25年の数値

（　）内は前月比

山北の気温は昨年10月より役場庁舎での測定値に変更

男
女
計

５，５68人
５，887人
１１，４55人

（ ｰ13人）
（   ｰ4人）
（ ｰ17人）

世帯数　４，302世帯（ 2世帯）

町内の災害等出動状況
火災 ０件 救急 ５4件 救助 3件

7月1日から7月3１日まで（小田原市消防本部）

大塚　武夫 様 10,０００円

森林を活用した事業
（ふるさと応援寄附金として）

図図 室室書 から

●●●●●●●図 書 室 利 用 案 内

●日　程・内　容
①　９月　６日（土）
　絵本「もこもこもこ」ほか
    （おはなしボランティア「ゆめ」）

②　９月２０日（土）
　絵本「どんどこももんちゃん」ほか
    （おはなしボランティア「えほんまる」）

③１０月　４日（土）
　絵本「わにわにのおふろ」ほか
    （おはなしボランティア「えほんまる」）

●時　間　10：30～11：00
●場　所　親子室（図書室内）
　楽しいおはなしをたくさん用意してお待ちし
ています。ぜひお越しください。

☆ 今月の新着本案内 ☆
書　　　名   著  者  名  等

春の庭（第151回芥川賞受賞作）

つばき

憎悪のパレード

山女日記

白蓮れんれん

柴　崎　友　香

山　本　一　力

石　田　衣　良

湊　　　かなえ

林　　　真理子

◆ 一 般 書

書　　　名   著  者  名  等
宇宙人に会いたい！

勇者ライと３つの扉

ペニーさんのサーカス

クジラにあいたいときは

ちいさなタグはおおいそがし

平　林　　　久

エミリー・ロッダ

マリー・ホール・エッツ

エリン・Ｅ.ステッド

スティーヴン・サヴェッジ

◆ 児 童 書

図書室からのお願い
　利用カードをお持ちの方で、
住所や氏名、電話番号等、登録
内容に変更があった場合は必ず
図書室までお知らせください。
　なお、変更の際は新しい住所等が確認できるも
の（運転免許証や健康保険証など）と利用カード
をお持ちください。

ほか

ほか 　秋は１年の中で月が一番綺麗な季節と言われて
います。今年の中秋の名月、いわゆる十五夜は９月８
日（月）、十三夜は１０月６日（月）です。そのほかにも十
日夜というものがあるんですよ！
　３日とも晴れてお月見ができると縁起が良いと言
い伝えられています。
　今年は綺麗なお月様が見られると良いですね。

『月』

　敬老の日にちなんだおすすめの本を展示します。
本を読んで頭の体操！ 心の健康づくりをしませんか？

『敬老の日』

今月のおすすめ本《今月は２本立て！》

　　利用時間は、９：００～１８：００です。
　　（ただし、木曜日以外の１７：００～１８：００は本の閲覧・コピー・返却業務となります。）
　　新刊図書は、随時入ります。また、新聞・雑誌・ビデオ・ＤＶＤ等も置いてありますのでご利用ください。
　　図書の貸し出し冊数は、本５冊以内、雑誌２冊以内で、期間は２週間以内です。
　　ビデオ・ＤＶＤの貸し出し点数は、合わせて２点以内で、期間は１週間以内です。
　　静かに学習をしたい方は、２階の学習室をご利用ください。その際、図書室で利用手続きを行ってください。
　　休館日の図書の返却は、生涯学習センター入口横の図書返却ポストをご利用ください。
　　（ビデオ・ＤＶＤ・紙芝居は入れないでください。）
　　清水・三保支所の窓口でも返却ができます。
　　インターネットで図書室の蔵書・ＤＶＤの検索・予約ができます。
　　アドレスは、パソコン用　http://yamakita-lib.jp/
　　　　　　　　携帯電話用　https://ilisod001.apsel.jp/yamakita-lib/wopc/pc/mSrv?dsp=TP

携帯サイトの
案内はこちら
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町長の扉入るときは、各BOX～うたまで レイアウト全て調整してあるので、そのまま流用しない事！！

地  区 赤ちゃん 性別 保  護  者（敬称略）

地  区 氏　　　名 性別 世帯主（敬称略）年齢

な つ き

お う す け

そ う た

こ と ね

な な み

せ な

え い す け

こ こ な

鶴　野　石　塚　夏　希（男）　一　美・久　美

鶴野南　加　藤　桜　空（男）　真　悟・静　香

湯　坂　相　𠩤　颯　太（男）　秀　章・ルリ子

原耕地　湯　川　こと寧（女）　貴　裕・マリ絵

本村東　杉　本　七　海（女）　卓　也・亜　希

前耕地　佐　藤　聖　奈（男）　雄　一・美　加

共和東　井　上　瑛　介（男）　広　正・やよい

湯　触　山　崎　心　菜（女）　義　照・葉　子

※今回の掲載分は、平成２６年７月１６日から平成２６年８月１５日までに受付した
　ものです。なお、掲載を希望されない場合は、届出をされる際に申し出ください。

田　中　　瀬　戸　よし子（女）８２歳　本　人
高　松　　木　村　重　造（男）８３歳　　〃　
下本村　　荻　野　育　男（男）８５歳　　〃　
谷　ケ　　池　田　　　勝（男）８６歳　　〃　
　〃　　　岡　部　二三雄（男）８６歳　　〃　
田屋敷　　瀬　戸　チカ子（女）９０歳　保　之
尺里中　　瀬　戸　エイ子（女）９６歳　達　司 山北　 55mm（ 94mm）

三保　 103mm（ 85mm）
山北　28.2℃（29.9℃）
三保　23.6℃（25.0℃）

※（　）内は平成25年の数値

（　）内は前月比

山北の気温は昨年10月より役場庁舎での測定値に変更

男
女
計

５，５68人
５，887人
１１，４55人

（ ｰ13人）
（   ｰ4人）
（ ｰ17人）

世帯数　４，302世帯（ 2世帯）

町内の災害等出動状況
火災 ０件 救急 ５4件 救助 3件

7月1日から7月3１日まで（小田原市消防本部）

大塚　武夫 様 10,０００円

森林を活用した事業
（ふるさと応援寄附金として）
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山北町丸山のてっぺんに新工場を建設中！

募 集

社食の運営に関わりたい方,一緒に働きませんか？

社員食堂で活躍してくれる方を募集しています！

募集： 管理栄養士または栄養士 1 名

調理師 若干名

 
休日： 当社カレンダーによる
給与・待遇：要相談

まずはお気軽にお問い合わせください！！

Tel:046-253-1411(担当：小林 均)

座間市ひばりが丘 4-13-16
〒252-0003

URL：www.toyama-jp.com/　メール：h-kobayashi@toyama-jp.com

夏の夜空に咲く 大輪の花
第 32 回 丹沢湖花火大会

　８月１１日（月）、第３２回丹沢湖花火大会が
開催されました。
台風１１号の影響による悪天候で、当初予定し

ていた１０日から延期となりましたが、多くの方が
花火見物に訪れました。
午後８時から、スターマインや水中花火など約

２，５００発の花火が打ち上げられ、大輪の花が
夏の夜空を彩り湖面を照らしました。

９月１５日（月）の「敬老の日」
に先立ち、８月４日（月）に町
長が町民で最高齢の釼持テウ子
さんを直接訪問し、記念品の贈
呈とご長寿のお祝いをしました。
釼持さんは、明治４５年５月生

まれの１０２歳。町長の訪問に対
して、しっかりとした口調で謝
辞を述べられました。

いつまでもお元気で！
７月２７日（日）、第３８回洒水
の滝祭りが開催されました。
滝の前では、お水取り、名
瀑おろしなどの儀式に続き、
洒水太鼓の奉納が行われ、そ
の後滝不動尊境内では式典
や太鼓の競演、火祭りが行わ
れました。
地元の洒水太鼓をはじめ、
今年も品川区の八潮太鼓、小
山町の駿河国鼓太郎が力強
い太鼓の音と機敏な動作、す
ばらしいパフォーマンスを披
露し、祭りを大いに盛り上げ
ました。

火と水と音の洒水の滝祭り

最高齢の釼持テウ子さん（１０２歳）

観光客の安全を祈願する
名瀑おろしの儀式

消防団同時多発火災訓練の予行練習今月の 表 紙
　今月号の表紙は、８月３１日に行われた消防団同時多発火
災訓練の予行練習の様子です。
　昨今の災害では、「想定外」という言葉を耳にします。日頃
からの十分な備えと被害を最小限に抑える対策をして、か
けがえのない生命と財産を災害から守りましょう。


